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展 示 と 舞 台 の 2 本 立 て

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

　
秋 吉 台 国 際 芸 術 村 （ 美

祢 市 秋 芳 町 ） で 、 ４ 日（ 土 ）  午 前

1 0時 か ら 午 後 ５

時 ま で 、  「 秋 吉 台 芸 術祭 」 が 開 催 さ れ る 。 １ ９９ ８ 年 ８ 月 の

〝
開 村

〞
か

ら

2 5年 を 迎 え た 同 施 設 の

記 念 事 業 だ 。　
三 隅 町 （ 現 長 門 市 ） 出

身 で 、 来 年 没 後

5 0年 を 迎

え る 洋 画 家 ・ 香 月 泰 男 に焦 点 を 当 て 、 作 品 展 示と 、 舞 台 「 組 曲 『 香 月 泰男 』  」 の ２ 本 立 て で 、 その 半 生 に 迫 る 。　
「 雪 の 朝 」  「  〈 私 の 〉 地

球 」 な ど 、 香 月 泰 男 美 術館 所 蔵 の 作 品

1 1点 が 、 同

施 設 内 ギ ャ ラ リ ー に 展 示

た り 、 山 口 に 縁 の あ る 演奏 家 お よ び 市 民 団 体 が 出演 す る 。　
香 月 泰 男 役 の 藤 田 卓 也

（ テ ノ ー ル ） と 妻 ・ 婦 美
子 役 の 松 原 淳 子 （ フ リ ーパ ー ソ ナ リ テ ィ ー ） の 語り に よ っ て 、 音 楽 ・ 情 景が 進 み 、 場 面 に 沿 っ た 香月 の 作 品 が ス テ ー ジ 後 方に 投 影 さ れ る 。　

オ ー ケ ス ト ラ は 、 こ の
舞 台 の た め に 特 別 編 成 され る 。 指 揮 は 、 日 欧 で 多数 の オ ー ケ ス ト ラ 、 ア ンサ ン ブ ル 、 オ ペ ラ で 指 揮を 担 当 し て き た 杉 山 洋 一が 務 め る 。 演 奏 メ ン バ ーは 、 山 口 県 交 響 楽 団 、 手嶋 沙 織 （ ピ ア ノ ）  、 井 出崎 優 （ ア ル ト サ ッ クス ）  、 田 中 智 春 （ 電 子 オル ガ ン ）  。 さ ら に 、 女 性コ ー ラ ス グ ル ー プ 「 Ｆ ｅｍ ｉ ｎ ｉ ｎ ｅ

　
Ｃ ｈ ｏ ｒ

さ く ら 」  （ 美 祢 市 ） が 合唱 で 、 長 宗 敦 子 （ 能 楽師 ） が 舞 で 参 加 す る 。　
入 場 料 は 、 一 般 ２ 千

円 、 学 生 １ 千 円 。 未 就 学児 は 入 場 不 可 。 チ ケ ッ トの 予 約 は 、 同 施 設 へ 電 話
（
☎
０ ８ ３ ７

－

６ ３

－

０

０ ２ ０ ） ま た は 専 用 申 し込 み フ ォ ー ム （ 文 末 Ｑ Ｒコ ー ド ） か ら 。　
「 香 月 は 、 抑 留 体 験 の

『 シ ベ リ ア ・ シ リ ー ズ 』を 画 業 と し て 描 き 続 け たが 、 家 族 や 身 近 な も の を描 く 軽 や か な 一 面 も 併 せ持 っ て い た 。 そ の 姿 を
〝
お 話

〞
と
〝
絵
〞
と
〝
音

楽
〞
を 通 じ て 垣 間 見 る こ

と が で き る 企 画 。  「 山口 」 な ら で は の 作 品 を 、

さ れ る 。 午 前

1 0時 か ら 午

後 ５ 時 ま で で 、 観 覧 は 無料 。　
第 １ 部 で は 、 香 月 泰 男

美 術 館 の 学 芸 員 が 作 品 を解 説 。 午 後 ２ 時 開 演 。 展示 プ ロ グ ラ ム や 第 ２ 部「 組 曲 『 香 月 泰 男 』  」 で 使用 さ れ る 作 品 の 解 説 に 加え 、 香 月 の 人 柄 に つ い ても 聞 く こ と が で き る 。　
休 憩 を は さ み 第 ２ 部 は

「 組 曲 『 香 月 泰 男 』  」  （ 構成 ・ 台 本

：

吉 田 稔 、

　
作

曲

：

田 中 照 通 ）  。 香 月 の

半 生 を 、 語 り （ ナ レ ー ショ ン ） と 合 唱 付 き 小 編 成オ ー ケ ス ト ラ で 表 現 す る音 楽 作 品 だ 。 県 出 身 だ っ

 展 示

 舞 台  （ 第 ２ 部 ）  舞 台  （ 第 １ 部 ）

「 秋 吉 台 芸 術 祭 」
展 示 と 舞 台 で 香 月 泰 男 の 素 顔 に 迫 る

1 1月

4日

ぜ ひ 楽 しん で 」 と同 施 設 。
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2 0 0 5

産 地 直 結 ！

 コ ー プ の こ だ わ り 商 品 を ご 紹 介

～ ふ か わ 鶏 ～

　
つ く る 人 ︵ 生 産 者 ︶ と 利 用 す る 人 ︵ 組 合 員 ︶ を 結 ぶ ﹁ 産 地 直

結 ﹂  。 ど こ の だ れ が ど ん な ふ う に 育 て た か が は っ き り し て い る
﹁ コ ー プ の 産 直 ﹂  。 コ ー プ や ま ぐ ち で は ﹁ 産 直 三 原 則 ﹂ を も と に

産 直 活 動 を 展 開 し て い ま す 。

コ  ー プ の 産 直
 ふ か わ 鶏 の 特 長

生 産 者 さ ん の こ だ わ り

組 合 員 さ ん の お す す め の 声

　
種 鶏 の 飼 育 か ら 生 産 、 処 理 ・ 加 工 ・ 流 通

ま で 一 貫 し た 施 設 ・ 機 能 を 持 つ 深 川 養 鶏 農業 協 同 組 合 。 北 長 門 海 岸 国 定 公 園 に 指 定 され て い る 長 門 市 近 郊 が 主 な 生 産 地 域 で 、 海と 山 に 囲 ま れ た 自 然 豊 か な 環 境 が ふ か わ 鶏の 故 郷 で す 。　
深 川 養 鶏 で は 、 長 年 の 経 験 か ら 鶏 に 最 適

な 独 自 の ハ ー ブ 入 り 飼 料 を 飼 料 メ ー カ ー 協力 の も と 導 入 さ れ て い ま す 。 抗 生 物 質 ・ 合成 抗 菌 剤 を 使 用 し な い 独 自 の 配 合 仕 様 に 基づ い た こ だ わ り の 飼 料 に は 、 ５ 種 類 の ハ ーブ ︵ タ イ ム ・ セ ー ジ ・ ロ ー ズ マ リ ー ・ ロ ーレ ル ・ オ レ ガ ノ ︶ を 配 合 す る こ と で 、 鶏 肉特 有 の 臭 み を 少 な く し 、 豊 か な 肉 の 旨 み を引 き 出 し て い ま す 。　
外 か ら 入 り 込 む 病 原 菌 を 防 ぐ た め 、 鶏 舎

に 入 る 際 は 履 物 や 靴 の 着 替 え も 徹 底 。 部 外者 の 農 場 へ の 立 ち 入 り を 制 限 し 、 す べ て の入 場 車 両 は 消 毒 し て い ま す 。 ま た 、 鶏 舎 ごと の オ ー ル イ ン ・ オ ー ル ア ウ ト 方 式 も 実 施し て い ま す 。

　
ふ か わ 鶏 の む ね 肉 を 使 っ て 、  「 と り ハ ム 」 を よ く 作 り ま す 。 砂 糖 、

塩 に 半 日 漬 け て 、

1 5分 く ら い 茹 で て 冷 め る ま で 茹 で 汁 の 中 に 置 い て お

く だ け で 、 し っ と り と し た 美 味 し い ハ ム が で き ま す 。 パ ン に 挟 ん で 食べ 、 い つ も あ っ と い う 間 に 食 べ て し ま い ま す 。 添 加 物 は 一 切 な く 、 安心 し て 食 べ ら れ る お 手 頃 な ハ ム で 、 我 が 家 の 食 卓 に は 欠 か せ ま せ ん 。

�

�

（ 下 関 市

　
Ｙ ・ Ｋ さ ん ）

　
味 が 良 く 、 よ く 利 用 し ま す 。 冷 凍 庫 に ス ト ッ ク し て お く と 、 い つ で

も 使 え て 便 利 で す よ ♪

　
し ょ う ゆ と マ ー マ レ ー ド ジ ャ ム に つ け て 焼 い

て い ま す 。 子 ど も た ち に も 好 評 で す 。

�

（ 下 関 市

　
Ａ ・ Ｋ さ ん ）

　
コ ー プ で は 、  ﹁ ふ か わ 鶏 ﹂ を は じ め 、 暮 ら し の お 役 立 ち 商 品 や 、 組 合

員 さ ん の 声 を お 届 け 中 。 お 店 や カ タ ロ グ で 、 あ な た の お 気 に 入 り も ぜひ 見 つ け て み て く だ さ い ♪

山 口 日 仏 協 会 会 長

藤 ふじ

川 かわ

　
哲 さ と し

さ ん

1 9 6 8  年 長 崎 県 生 ま れ の  5 5  歳 。 東 京 大 、
同 大 学 院 を 修 了 し 、 群 馬 県 立 近 代 美 術 館
学 芸 員 に 。 2 0 0 2  年  4  月 か ら 山 口 大 人 文
学 部 教 員 と し て 美 術 史 を 担 当 す る 。 現 在 、
同 大 教 授 。 山 口 現 代 芸 術 研 究 所 （ YI C A ）
理 事 、 宇 部 市 文 化 創 造 財 団 理 事 も 務 め る 。

8 3 4

　
フ ラ ン ス に 関 心 を 持 つ

有 志 が 集 ま り 、 言 語 や 文化 を 学 ぶ 山 口 日 仏 協 会 の会 長 を ２ ０ ２ ０ 年 ９ 月 から 務 め て い る 。 会 長 就 任か ら の ３ 年 間 は ﹁ ウ ェ ブサ イ ト の 改 訂 な ど 、 コ ロナ 禍 で も で き る と こ ろ から 進 め た 。 役 員 の 協 力 あっ て こ そ ﹂ と 話 す 。　
同 協 会 は 、 日 仏 友 好 １

５ ０ 周 年 の 前 年 、 ２ ０ ０７ 年 に 発 足 。 現 在 の 会 員数 は 約

7 0人 だ 。 フ ラ ン ス

語 講 座 の 開 講 、 講 演 会 、ワ イ ナ リ ー を 訪 れ る ツ ア

ー な ど を 実 施 し て い る 。　
来 年 、 フ ラ ン ス ・ パ リ で

開 催 さ れ る 五 輪 ・ パ ラ リ ンピ ッ ク に つ い て は 、  ﹁ 競 技も さ る こ と な が ら 、 開 閉 会式 を 手 掛 け る 演 出 家 ト マ ・ジ ョ リ 氏 に 注 目 し て い る 。フ ラ ン ス 演 劇 界 で 最 も 権 威あ る モ リ エ ー ル 賞 を 受 け た彼 が 、 セ ー ヌ 川 を 舞 台 に 繰り 広 げ る 五 輪 開 会 式 は 見 もの ﹂ と 期 待 を 膨 ら ま せ る 。　
﹁ 芸 術 文 化 を 愛 し 、 美 食

を 味 わ い 、 人 生 を 楽 し む フラ ン ス 流 生 活 の 良 さ を 広 めた い ﹂ と 話 す 。

 １ 行 記 事　 「 山 口 市 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 宣 誓 の 取 扱 い に 関 す る 要 綱 （ 素 案 ） 」 に 対 す る パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト （ 意 見 募 集 ） が ３ ０ 日 （ 木 ） ま で 。 詳 細 は 、 同 市 ウ ェ ブ サ イ ト で 。

ま え だ 循 環 器 内 科Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ １

－

７ ７ ２ ２

前 田

 敏 明

 院 長

Ｑ . 今 後 の 新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 の 流 行 に つい て 教 え て く だ さ い 。Ａ .

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 予 防 対 策 と し て マ スク 着 用 、 集 会 や 飲 食 会 の自 粛 、 ワ ク チ ン 接 種 など 、 日 本 は 今 年 ４ 月 ま で積 極 的 に 予 防 に 取 り 組 んで き ま し た 。 お か げ で 人口 当 た り の 感 染 死 亡 者 数は 英 国 の 約 １ ／

1 0で し

た 。　
す で に 感 染 し て 免 疫 を

持 っ た 人 が 多 く な っ た 欧米 で は 新 規 感 染 者 数 が 減っ て 、 昨 年 の 夏 は 日 本 の感 染 者 数 が 先 進 国 の 中 で最 も 多 く な り ま し た 。

2 3

年 ５ 月 時 点 で の 既 感 染 率は 欧 米 約

8 0％ 、 日 本 約

4 0

％ で し た 。 ５ 月 か ら は 感染 予 防 対 策 が 一 気 に 緩 和さ れ て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症 の 流 行 が 起 こ りま し た 。 同 時 に 季 節 外 れの イ ン フ ル エ ン ザ 、 ヘ ルパ ン ギ ー ナ 、 は し か 、 その 他 の ウ イ ル ス 性 発 熱 疾患 が 流 行 し ま し た 。 ９ 月か ら は 学 校 が 始 ま り 、 イン フ ル エ ン ザ が 再 流 行 して い ま す 。 今 後 は 年 末 から イ ン フ ル エ ン ザ と 新 型コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の同 時 流 行 が 起 こ る と 予 想さ れ て い ま す 。 重 症 化 リス ク の 高 い 高 齢 者 の 方 には 両 者 の ワ ク チ ン 接 種 をお 勧 め し ま す 。
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番  組  づ く り 体  験  」 も

林 隆 雄 さ ん の 作 品 も 多 数 展 示

ヒ  ス  イ 輝 石  （ 上 ）  透 緑 閃 石  （ 下 ）

　 　

赤 﨑

　
英 里

地 学 担 当 学 芸 員

鉱 物 の な か ま で 、 両 者は 別 々 の 鉱 物 で す 。 日本 の 国 石 は ひ す い 輝 石の 方 で す 。　
地 球 上 で ひ す い 輝 石

が で き る 場 所 は 限 ら れて い て 、 日 本 列 島 の よ

　
日 本 の 国 石 を ご 存 じ で す

か ？

　
そ れ は ひ す い で 、 ２

０ １ ６ 年 に 日 本 鉱 物 科 学 会が 選 定 し ま し た 。　
ひ す い は 、 古 代 の 人 が 装

飾 や 魔 除 け と し て 使 っ て いた 石 と し て 知 ら れ て い ます 。 一 般 に ひ す い と よ ば れて い る 石 は 、 地 球 科 学 的 には ひ す い 輝 石 と ネ フ ラ イ ト（ 透 閃 石 や 透 緑 閃 石 ） に 分け ら れ ま す 。 ひ す い 輝 石 は輝 石 と い う 鉱 物 の な か ま 、ネ フ ラ イ ト は 角 閃 石 と い う 日 本 の 国 石  「 ひ す い 」

　
国 の 名 勝 に 指 定 さ れ て

か ら 今 年 で １ ０ ０ 周 年 を迎 え た 長 門 峡 を 舞 台 に 、参 加 型 イ ベ ン ト が 盛 り だく さ ん の 「 第

4 2回 長 門 峡

も み じ 祭 」 が 、 ３ 日（ 金 ・ 祝 ） 午 前

1 0時 か ら

開 か れ る 。 会 場 は 、 道 の駅 長 門 峡 （ 山 口 市 阿 東 生雲 東 分 ） 周 辺 で 、 雨 天 の場 合 は 中 止 さ れ る 。　
「  〝 長 門 峡 カ フ ェ （ 無

料 ） で お 菓 子 を 〞 ウ ォ ーク 」 で は 、 道 の 駅 か ら 約１ ・ ５ ㌔ 先 の 「 東 屋 」 まで 歩 く と 「 お 菓 子 引 換券 」 が １ 枚 （ 先 着 ３ ０ ０人 ） も ら え る 。 お 菓 子 と

さ れ る 。　
「 写 生 コ ン テ ス ト 〜 写

生 を と お し て 名 勝 長 門 峡の 美 し さ や 雄 大 さ を 体 感し よ う ！ 」 は 、 開 会 と 同時 に 受 け 付 け 開 始 。 提 供さ れ る 写 生 道 具 で 長 門 峡内 の 任 意 の 場 所 を 描 き 、午 後 ３ 時 ま で に 提 出 する 。 参 加 者 に は 、 使 用 した 写 生 道 具 、 昼 食 （ お にぎ り 弁 当 ）  、 長 門 峡 梨 がプ レ ゼ ン ト 。 後 日 開 催 され る 審 査 会 で の 入 賞 者 には 、 さ ら に 賞 品 が 送 ら れる 。 提 出 さ れ た 作 品 は 、長 門 峡 近 接 施 設 で 展 示 され る 予 定 だ 。 先 着

2 0人 。

　
今 年

1 0月 １ 日 か ら

1 1月

2 8日  （ 火 ）  ま で の 間 に 撮 影
さ れ た 長 門 峡 の 風 景 が 対象 と な る 「 誰 で も ！

　
秋

の 長 門 峡 ス ナ ッ プ 写 真 コン テ ス ト 」 は 、 こ の 日 撮影 す る 写 真 も 応 募 可 能だ 。 応 募 規 定 は 、 同 道 の駅 と 阿 東 地 域 交 流 セ ン ター 篠 生 分 館 に 設 置 さ れ てお り 、 入 賞 者 に は 賞 品 が送 ら れ る 。　
会 場 で は 、 梨 な ど の 地

元 特 産 品 や 弁 当 、 鮎 の 塩焼 き な ど が 午 前 ９ 時 半 から 販 売 さ れ る 。 ま た 、 阿東 地 域 在 住 の チ ェ ー ン ソー ア ー テ ィ ス ト ・ 林 隆 雄さ ん に よ る 作 品 も 多 数 展示 。 さ ら に 、 篠 目 川 の 清流 で ア ユ を 引 っ か け て 釣り 、 焼 い て 食 べ る 「 ア ユ

掛 け 」 体 験 （ １ 匹 ４ ０ ０円 ） や 、 ア ユ の つ か み どり （ 小 学 生 以 下 限 定 ・ 参加 無 料 ） も 行 わ れ る 。　
問 い 合 わ せ は 、 阿 東 地

域 交 流 セ ン タ ー 篠 生 分 館（
☎
０ ８ ３

－

９ ５ ５

－

０

０ １ １ ） へ 。

の 引 き 換 えは 、 長 門 峡 入口 付 近 （ 道 の駅 側 ） に オ ープ ン す る 「 長門 峡 カ フ ェ 」で 。 ま た 、「 鈴 ヶ 茶 屋 」ま で ガ イ ド と一 緒 に 歩 く「 ガ イ ド ツ アー 」 は 、

1 0時

4 0分 か ら 実 施

３ 日

「 第 ４ ２ 回 長 門 峡 も み じ 祭 」
国 名 勝 指 定 １ ０ ０ 周 年 の 長 門 峡 で 参 加 型 イ ベ ン ト

次 回 は 1 1 月 ８ 日 掲 載

【 オ カ リ ナ コ ン サ ー ト 】♪ 海 峡 の 風 ♪ 女 性 三 人 グル ー プ

　
山 口 開 催 二 回 目

●

1 1月

1 8日  （ 土 ）  夢 交 流 ホ

ー ル （ 山 口 県 政 資 料 館 ）● 開 演

　

1 3時

3 0分

● 入 場 料

　
千 円

　 【 問 い

合 わ せ 】

　
０ ９ ３

－

９ ６

４
－ ６ ０ ２ ０ （ 井 ノ 口 ）

【 寶 心 流 吟 道 寶 水 会 秋 季吟 詠 大 会 】

1 1月 ３ 日

（ 金 ・ 祝 ） 午 後 １ 時 か ら

４ 時 ま で 。 山 口 市 民 会 館小 ホ ー ル に て 。 会 員 他 、約

5 0名 に よ る 漢 詩 、 和

歌 、 俳 句 、 歌 謡 の 吟 詠 や構 成 吟 、 舞 踊 な ど 。 ぜ ひご 来 場 く だ さ い 。山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

【 催 場 】 ～ ６ 日  （ 月 ）  ：

秋

の 北 海 道 物 産 展

【 美 術 ギ

ャ ラ リ ー 】 ～ ６ 日  （ 月 ）  ：劉 耀 宗

　
夢 幻 の 桂 林 山 水

画 展 、 藤 井 元 康 ・ 藤 井 由香 パ ス テ ル 心 象 画 展

感 謝 イ  ベ  ン ト  「 大 好 き ！

　
や ま ぐ ち フ  ェ  ス タ 」

Ｎ Ｈ Ｋ 山 口 放 送 局 で ス タ ジ オ 公 開 な ど
３ 日

　
視 聴 者 へ の 感 謝 イ ベ

ン ト 「 大 好 き ！

　
や ま

ぐ ち フ ェ ス タ 」 が 、 ３日 午 前

1 0時 か ら 午 後 ４

時 ま で 、 Ｎ Ｈ Ｋ 山 口 放 送局 （ 山 口 市 中 園 町 ２ 、

☎

０ ８ ３

－

９ ２ １

－

３ ７ ３

７ ） で あ る 。 入 場 無 料 。　
夕 方 の 情 報 番 組 「 情 報

維 新 ！

 

や ま ぐ ち 」 の ス

タ ジ オ を 一 般 公 開 。 さ らに 、 ア ナ ウ ン サ ー や カ メラ マ ン に な り き る 「 番 組づ く り 体 験 」 は 、 午 前

1 0

時

4 0分 ・

1 1時

4 0分 ・ 午 後

１ 時

2 0分 ・ ２ 時

1 0分 ・ ３

時

1 0分 か ら の ５ 回 （ 各 回
3 0分 ） 開 催 さ れ る 。 参 加

で き る の は 先 着

3 0組 だ 。

　
さ ら に 、 衛 星 車 や ８ Ｋ

放 送 の 公 開 、  「 Ｎ Ｈ Ｋ キャ ラ ク タ ー バ ー チ ャ ル 記念 撮 影 」  「 大 河 ド ラ マ『 ど う す る 家 康 』 等 身 大パ ネ ル コ ー ナ ー 」 と い った 撮 影 ス ポ ッ ト も 設 け られ る 。　
子 ど も 向 け に は 、  「 ど

ー も く ん ３ Ｄ ぬ り え 」「 バ ル ー ン ど ー も くん 」  「 キ ッ ズ コ ー ナー 」 な ど が 用 意 さ れる 。　
食 堂 「 ゆ る り 」 も 午

前

1 1時 半 か ら 午 後 １ 時

半 ま で 営 業 。 カ レ ー 、う ど ん 、 そ ば を 味 わ うこ と が で き る 。　
「 楽 し い イ ベ ン ト が

盛 り だ く さ ん 。 家 族 そろ っ て 来 場 を 」 と 同局 。 駐 車 場 は な く 、 公共 交 通 機 関 で の 来 場 を呼 び 掛 け て い る 。

催
　 　

し

コ ン サ ー ト

2 4 7

う に 海 洋 プ レ ー ト が 大 陸 プレ ー ト に 沈 み 込 ん で い る 場所 で す 。 日 本 で の 産 地 は いく つ か あ り 、 新 潟 県 の 糸 魚川 地 域 は 有 名 で す 。 糸 魚 川に あ る ひ す い 輝 石 が 展 示 され て い る 施 設 に 行 く と 、 たく さ ん の 原 石 を 見 る こ と がで き ま す 。 色 は さ ま ざ ま あり 、 緑 色 、 白 色 、 青 色 、 ラベ ン ダ ー 色 な ど と っ て も 魅力 的 で す よ 。県 立 山 口 博 物 館

 １ 行 記 事　 「 ポ リ オ 根 絶 チ ャ リ テ ィ ウ オ ー ク 」 を 、 山 口 ・ 山 口 南 ・ 防 府 の ３ ロ ー タ リ ー ク ラ ブ が ３ 日 に 実 施 。 防 府 駅 ～ ゆ め タ ウ ン 山 口 （ 募 金 活 動 も ） ～ 湯 田 温 泉 を 歩 く 。



2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） １ １ 月 １ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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